




2 可動棚板の取付け

①可動棚板を下図の様に斜めに傾けながらフックが側脚の内側に入るまで奥へ入れてください。

②可動棚板を水平にしてフックを棚受けに引掛けます。

フック

棚受け

③可動棚板を奥まで押し込んでください。
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・可動棚板は3段階の位置に取付けることが出来ます。

フック

側脚内側

外側
フック

側脚

内側 外側
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可動棚板の取外し方法

①可動棚板をフックが側脚に当たって止まるまで手前に引いてください。

②可動棚板を少し持ち上げて斜めに傾けます。

③可動棚板を斜めに傾けたまま外へ取出してください。

フック

側脚内側

外側

フック

側脚

内側 外側



・シェルフ上台はシェルフ下台またはデスク(別売)に連結できます。
　　　連結金具と　　皿ボルトを用いて連結してください。C

シェルフ下台天板またはデスク天板

本立て

　    連結金具を押し当てた状態で
　　  皿ボルトを取り付けてください。
　増し締めしていくと　  連結金具
　が天板にしっかり固定されます。

D

C

皿ボルト(M6×16mm)D

連結金具C

C

D

シェルフ下台に連結する場合 デスク(別売)に連結する場合

デスク(別売)

シェルフ下台

3 シェルフ上台の取付け

4 可動仕切の取付け

・上台棚板左隅の欠き取り部分から　　可動仕切をはめ込んでください。

③横にスライドさせて使用し

　てください。

欠き取り部分

①上台棚板の欠き取り部分に　

　　　可動仕切を寝かせた状態

　で差し込んでください。

E

②差し込んだ状態で　　可動仕　

　切を垂直に起こしてください。

E

E
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5 アジャスターの調整方法

・側脚の底面にアジャスターが取付けてあります。
　シェルフを組立てた後、シェルフががたつく場合はアジャスターを使い調節してください。
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6 コンセントの使用方法

ネジ類をはずしたり、分解・修理・改造は絶対にしないでください。

　火災・感電の原因になります。

プラグは完全に根元まで差し込んでください。

　不完全ですと、火災、感電の原因になります。　

可動させる場合は、全てのプラグを抜いた状態で可動させてください。

　断線・破損の原因になります。

・コンセントは2口で、合計1500ワット(W)までの家電製品が使用できます。

　ご使用の家電製品の定格消費電力のワット(W)数の合計が
　1500ワット(W)以下となることを確かめてからご使用ください。
　エアコンや掃除機等のように定格消費電力以外のワット(W)数表示のある
　電化製品がありますのでご注意ください。
　→合計が1500ワット(Ｗ)を超えた状態でご使用になりますと
　　加熱し、火災や延焼の原因になります。 2口コンセント
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